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Abstract

Ｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｓｏｆｍａｃｒｏｂｅｎｔｈｏｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄｂｙｔｒａｗｌｉｎｇｆｒｏｍｔｈｅｓｏｕｔｈｗｅｓtregion
ofDanjolslands，EastChinaSeaandthebottomsurfacedepositscollectedbymeans
oftheＰｈｌｅｇｅｒｃｏｒｅｓａｍｐｌｅｒｆｒｏｍｔｈｅｓａｍｅａreawerestudied（Figs、１－３)．Ａｓｔｈｅ
ｒｅｓｕｌｔｓｏｆｓｔｕｄｙ，ｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｓｅｖｅｒａｌｐｏｉｎｔｓｗｅｒｅｍａｄｅｃｌｅａｒ、

１．Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｍｅｃｈａｎｉｃａｌａｎａｌｙｓｅｓｏｆｂｏｔｔｏｍｓｕｒｆａｃｅｄｅｐｏｓｉｔｓｉｎｄｉｃａｔｅｔｈａｔ
ｔｈｅｍｅｄｉａｎｄｉａｍｅｔｅｒ（Ｍｄ‘）rangesfrom2､１ｔｏ８．５（Fig.４)，thecoefYicientofsort‐

ingｆｒｏｍ１．２ｔｏ７．５（Fig.５）ａｎｄｔｈｅｍｕｄｃｏｎｔｅｎｔｆｒｏｍ９ｔｏ９１％（Fig.６)．
２．Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎｃｏｅ缶ｃｉｅｎｔｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｉｎｄｉｖｉｄualsineach

station（Table２)，fourtypesofbenthonicassemblageswerediscriminated（Fig.７)．
３．Ｔｈｅｐｒｅｄｏｍｉｎａｎｔｓｐｅｃｉｅｓｏｆｅａｃｈａｓｓｅｍｂｌａｇｅｉｓａｓｆｏｌｌｏｗｓ；
AssemblageNo､１－A"んy”伽γ"α”だ卿（vonMarenzeller）
ＡｓｓｅｍｂｌａｇｅＮｏ、２－jMZzcγ"ｍｓｐ・ａ

ＡｓｓｅｍｂｌａｇｅＮｏ、３－Asteroidea

AssemblageNo、４－L”幼沈肋〃〃ｅ伽α肱』（deHaan）

４．ThespeciesrepresentingthehighestdistributiondensityisA"〃”伽γ"zα”〃卿

(vonMarenzeller）ｉｎｓｉｌｔａｎｄｃｌａｙｂｏｔｔｏｍ，Mzcγ"ｍｉｎｓａｎｄａｎｄｍｕｄｂｏｔｔｏｍＬ"わ‐
州〃γ“ｇ伽α油』（deHaan）insandbottomrespectively．

ま え が き

底生生物の種類および分布は底質の粒度組成や海底底層の海況と密接な関係があると同時に

底生魚類の分布にも少なからぬ影響をおよぼしていると考えられる．トロール漁場において，

底生生物と底質の分布は漁具運用上からも考慮しなければならない重要なことであるが，しか

しながらこれらの分布状況については，従来，ただ広範囲にわたって経験的に知られているに
すぎない場合が多い．

東支那海の底質の粒度分布についてはShepard，Ｆ・Ｐ.，Emery，Ｋ・OandGould，Ｈ､Ｒ

(1949)')，Niino，ＨａｎｄＥｍｅｒｙ，Ｋ、０（1961)2）浜田，浜田（1962)3)，東川（1970)4）の研
究があり，底生生物群集については，松井，高井（1950)５)，松井（1951)‘)，山下（1971)7)，

＊鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸（TrainingshipKagoshima-Maru，FacultyofFisheries，
KagoshimaUniversity）
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堀越，蒲生，今島（1971)8）の研究があるが，底質の粒度分布と底生生物群集との関連につい

ての詳しい研究はほとんど行なわれていない．著者は，東支那海，男女群島南西海域において

トロール網に魚類と同時に入網した大型底生生物を採集し，同時にフレーガーコアーサンプラ

ーを用いて海底推積物も採取した．これらの資料を解折した結果，底質の粒度分布と底生生物

群集の関係について若干の知見を得たので報告する．

調査海域および方法

調査海域は東支那海，男女群島南西海域の北緯30.-50'と31.-40'，東経126.-50'と127°

-40'に囲まれる海域で水深は102～131ｍであった（Fig.１）

海底堆積物はフレーガーコアーサンプラーを用いて６０地点で採取し，表層より２－６ｃｍ

間の試料について，ピペット法と飾別法により粒度分折を行なった（Fig.２）

底生生物は魚類と同時にトロール網に入網したものを２３地点で採集した（Fig.３)．採集量

は曳網毎に測定箱（50ｃｍ×35ｃｍ×30ｃｍ）に一定量入れ，それを約１０％のホルマリン液で

固定した後，種類別に数量を記録した．

使用したトロール網はヘッドロープ長38.2ｍで，２．７～3.7ノットの速力で曳網した（Ｔａ‐

ｂｌｅｌ）

結果および考察

１．海底地形の概要本調査海域は男女群島南西60浬付近で，西側は非常に緩傾斜で，

支那海陸棚へと続き，また東側は沖縄舟状海盆の北方の延長上に位置する男女海盆に接し，

んだん深くなってゆく，陸棚の緩るい斜面に位置している．
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測得水深は102～131ｍの範囲であり，等深線はほぼ南北に伸びている．100～120ｍ間の

水深変化は極めて緩やかであるが，120～130ｍ間は水深変化が大きくなっている．

２．底質表層の粒度分布この海域の６０地点より採取した底質試料について，粒度を測定

し試料毎に中央粒径値Ｍｄ①，淘汰係数Ｓｏ、泥質物含有率（％）を算定した．

ａ）中央粒径値Ｍｄの調査海域内の推積物の中央粒径値についてみると，ほぼ東経127.-

10'の経度線を境いとして，その東側は広い範囲にわたってＭｄの２．１－２．９の細粒砂が分布

している．ただこの中にＳｔ、５６の１点だけＭｄ‘３．２の極細粒砂域が存在する（Fig.４）

またこの細粒砂域の西側には狭い範囲で蛇行して，極細粒砂域があり，そしてSilt,Clayと，

泥質物推積地域へと急激に変化している．127･Ｅの経度線より西側はほぼ全域にわたって７の

より細かいＶｅｒｙｆｉｎｅＳｉｌｔ域ないしＣｌａｙ域となっているが，ただＳｔ、８．１７の地点ではそ

れぞれMediumSilt域，極細粒砂域として点在している．

ｂ）淘汰係数ｓｏこの海域の堆積物の淘汰度はＳｏ、１．２～８．５の値で淘汰良好から不良ま

での淘汰状況を示している．南東部域では広い範囲にわたってＳｏ、１．２～1.7の値で淘汰良好で

Ｈｅａｄｒｏｐｅｌｅｎｇｔｈ

Ｇｒｏｕｎｄｒｏｐｅｌｅｎｇｔｈ

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｗａｒｐ

Ｆｌｏａｔｔｏｔａｌｂｕｏｙａｎｃｙ

Ｇｒｏｕｎｄｒｏｐｅｗｅｉｇｈｔｉｎｗａｔｅｒ

Ｏｔｔｅｒｂｏａｒｄａｒｅａ

38.2ｍ

47.8ｍ

26.0ｍｍ

290ｋｇ

330ｋｇ

2.8ｍ×１．４ｍ
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Fig.４Madiandiameter（Ｍｄのｏｆｔｈｅｂｏｔ‐Ｆｉｇ．５．CoefYicientofsorting（So）ｏｆｔｈｅｂｏｔ‐
tomsurfacedeposits･ tomsurfacedeposits．

ある．西部の泥質域ではＳｏ、６．０～8.5の間の値であり，北部ではＳｏ、５の等値線が西から東

へ舌状に突き出し，淘汰不良域となっている．泥質域のＳｔ、１５，１７，４４の各地点ではＳｏ,２．１～

2.7と淘汰良好域が存在する．

一般に，浅海域での堆積物の淘汰度はＭｄの値がおよそ２の細粒砂，８の泥質堆積物の付近

で分級のよいものが集中するとされているが，この海域でもほぼ同じような傾向が認められ

る．（Fig.５）

ｃ）泥質物含有率この海域の底質中の泥質物含有率はほぼ127.-10'Ｅの経度線より東側

では９～30％とそれほど多くなく，東方になるほどその変化も緩やかである．一方，127.Ｅ

の経度線より西側では泥質物含有率が高く，急激に変化していることがわかる（Fig.６）

中央粒径値と泥質物含有率分布の急変部はほぼ127.Ｅの経度線付近にあり，この位置は大陸

棚平担面の東端縁にあたり，これより西側は極めて平担であり，東側はしだいに深くなってい

く大陸棚斜面の西側にあたる．

そしてこれらの分布がこのような海底地形と密接な関係があると考えられる．

また，淘汰係数の分布も海底地形と若干の相関がみられる．このことは地形的条件が海水流動

とも関係しあって，堆積物分布に影響しているからと思われる．

３．底生生物群集トロール漁場において底質と底生生物の群集構造を明らかにして，その

相互関係を知ることは漁況の予測を行なううえでも重要な意義があると思われる．

本調査海域において23曳網地点より魚類と同時にトロール網に入網した底生生物を一曳網

毎に一定量採取し，曳網距離より一平方キロメートル当りの個体数を算出し，またその割合も
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求めた（Table２)＊

採取した底生生物の種別の割合についてみると，コシマガニ，Ｌ"わ〃ﾒﾙ”妬ｅ伽zz油』（de
Haan)，３２．２％と最も多く，次いで，コモンイモナマコ，Ａ"紗"伽〃α””鰯（vonMar‐

enzeller)，２９．０％,エビ，Mzc〃”１３．９％，ヒラツメガニ，Ｏ”〃es”"c如加（deHaan)，

8.1％，ヤドカリ，Ａｎｏｍｕｒａ３,５％，ヒトデ，Asteroidea，３．３％でありこれらの種類で全

体の９０％以上を占めている．

また採集地点で特に構成種が少ないところはＳｔ、６でAsteroidea76､２％，Ｌゆわ沈伽””

α伽Ｉ油』（deHaan)，１９．０％，ヨコスジャドカリ，Ｄ”Zz""ｓαγｿりｓｏγ（Herbst)，４．８％で

以上３種，Ｓｔ、９ではＡ"ハツ””〃α”〃郷（vonMarenzeller)，９８．４％，エンコウガニ，

Ｑｚ沈伽Q1kzjじん'Zg伽α""ｓ（deHaan)，とイモナマコモドキ，鋤ﾉzgjMZzclM上ｚ加o伽伽娩ｓ（Se．

ｍper)，がそれぞれ0.8％，Ｓｔ、１７と２２ではＬ"わ”肋”妬e伽zz伽』（deHaan)，がそれぞ

れ60％，６２．５％，Ｏひα〃9ｓ”"c加加（deHaan)，が32.0％，２５．０％，アカイシガニ，

C加棚伽〃z伽（deHaan)，が8.0％12.5％，をそれぞれ占め，以上４地点では構成種が

３種と最も少ない．

反対に構成種が最も多く採取された地点はＳｔ、３で１３種，次いでＳｔ、１０，１４，１６の３地

点で９種であった．

また１種当りの採集割合が最も多かった，地点と種類はＳｔ､９のＡ"紗"伽〃α””〃(von

Marenzeller)，９８．４％と最も多く，次いでＳｔ、１１のMzcγ"ｍｓｐ・ａ，９０．２％，Ｓｔ、７の

Ａ"紗"〃"､α”〃鰯（vonMarenzeller)，８６．４％，同じくＳｔ､８，で82.9％を占めてい

る．

調査海域全体からみて広く分布している種類はＬ"わ"伽”妬ｅ〔伽z伽』（deHaan)，で２３

調査地点中２１地点で採集され，ほぼ全域にわたって分布していることがわかる．そのほか

Asteroideaも比較的広い範囲に分布している．

更に，各地点で採集した底生生物の個体数より各地点間の類似性を調べるために，相関係数

9)'0)を求めて比較してみると，２３調査地点は次の４群集型に分けることが出来た．

第１群集はＳｔ、１，２，７，８，９，１０，第２群集はＳｔ、３，１１，１２，１４，１５，第３群集は

Ｓｔ、５，６，第４群集はＳｔ、４，１３，１６，１７，１８，１９，２０，２１，２２，２３，の各地点となる

(Fig.７)，また，それぞれの群集内の優占種の占める割合についてみると，第１群集ではＡ"‐

ﾉIりﾉ知旋〃α””鰯（vonMarenzeller）がＳｔ、９の９８．４％を最高に最も少ないＳｔ、２で５５．１

％を占めている．相関係数についてみると＋0.94以上となり，これら６地点での種類および

個体数の割合が非常によく類似していることを示している．第２群集についてみると，Mzcγ‐

"ｍｓｐ、ａの占める割合はＳｔ，３で37.3％と最も少なく，最も多いＳｔ、１１で９０．２％を占

め，他の地点では６０～70％台となっている．第３群集に属する地点はＳｔ、５，６の２点でその

相関係数は他の３群集に比較して最も低い＋０．７５である．この地点ではAsteroideaが優占

種となっていて，Ｓｔ，５で３０％，Ｓｔ、６で７６．２％を占めている．そして全調査地点中，１７の

地点で採集されていて，これはＬ"わ”肋”妬ezjb《ﾉz油』（deHaan）に次いで広い範囲で採集

＊Ｍｚ”"”は額角，腹節の形態によってａ，ｂ，ｃ，ｄ，に分けた．
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Table２．Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｏｆｔｈｅｂｅｎｔｈｏｎｉｃｃｏｍｍｕｎｉｔｉｅｓｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈ－ｗｅｓｔ

３

（4.8）
６５

（3.6）

1406

(77.5）

MZzcγ郡ｍｓｐ・ｂ

Ｍｚｃγ"”ｓｐ・ｃ

Ｍｔｚｃγ"ｍｓＰ・d

Asteroidea

Station

３３

（1.8）

１２３４５６７８９１０
Macro-benthos

５

（4.1）

２

（1.6）

３８３３１５１９２４８１３

（5.7）（3.2）（2.6）（30.0）（76.2）（1.6）

L"わ”"〃αｊｒｇ伽αγzﾉＳｊ
（deHaan）

Ｃａ畑"”伽ん呼加α”ｓ
（deHaan）

C〃α’@y6djs”0"伽ｓ
（Ａ、Ｍ・-Edwards）

C〃ａ７６ｙＭＳ加地ｓ
（deHaan）

Ｄαγz加z"ｓα”ひsひγ

（Herbst）

A"伽0伽γ"α””卿
（VonMarenzeller）

〃"吻血cｵﾂﾊz”0恥”勿娩ｓ
（Semper）

Lg”ﾒ”"ｓ伽伽α〃ｓ
（Herklots）

２６２

(15.3）

３９

(2.3）

１３

（0.8）

１２１

(18.0）

３８

（5.7）

２６

（3.9）

１４３

(13.8）

１８

（1.8）

９

（0.9）

３７４

(63.8）

４２

（7.2）

２０６

(32.2）

３７

（5.8）

１２
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３

されているが，量としては非常に少ないこれはトロール網に羅網する割合が少ない関係と

考えられる．第４群集ではＬ"わ”肋”苑gzjb”油』（deHaan）が優占種であり，ほとんどの

地点で採集されその採集割合も全体の３２．２％を占め最も多い．これはＬ幼加州幼”jrgzj伽1噸一

sノ（deHaan）がこの海域に広く棲息していることを示している．

４．底生生物群集と底質これらの群集と底質の関係についてみると，第１群集内優占種の

A"ﾉｾWり〔"zα”〃鰯（vonMarenzeller）は泥質物含有率等値線が約60％以上の地域に多く

棲息していることがわかる．ことにＳｔ、１４では泥質物含有率が91％でＡ"紗，り伽､α”形郷

(vonMarenzeller）の採集量割合が98.4％を占めている．この生物の食性は，底泥中に含

まれる有機物を底泥と一緒に摂食している泥食生物であり，泥質物堆積域に多く棲息している

ことが考えられるが，採集結果ともよく合致している．（Figs’６．７）
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第２群集内優占種であるMzc〃”ｓｐ、ａの分布域は第１と第４群集に囲まれた海域で，底

質の中央粒径値はＭｄの３．０～7.0の範囲にあり，この等値線が複雑に変化しているところに

位置する泥質物含有率は20～60％で，砂泥域にあたり淘汰係数は４～６の淘汰不良な地域に

多く棲息していることがわかる．

一般に，Mzcγz‘”類は昼間底土中に潜伏する習性があるが，このような淘汰の悪い砂泥域

の底質の場所が棲息環境に最も適しているため，Mzc〃”類が多いのであろう．Ｌゆわ”肋”鄭

蛾”油』（deHaan）の分布についてみると，ほぼ全域に分布していることがわかる．底質が

泥質域より砂質域へと変化するにしたがって，その分布量が多くなっているし，泥質物含有率

等値線が約40％以下の地域，即ち主棲息場が砂質物堆積域である．

４つの群集型の優占種と水深との関係についてみると第１群集優占種Ａ"A1Wり〔た〃α””鰯
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(deHaan）が110ｍより以浅海域のみみられるが，他は水深と明確な対応は認められない．

これは調査海域全体の水深が100～130ｍで大きな変化がないためともみられるが，水深より

も底質が棲息場を決める大きな要因をなしていると考えられる．

トロール網で底生生物を採集し，底質との関係について調査するためには，両者の採取地点

が適当であるか，否かが問題である．採泥地点は点で行なうことは出来るが，生物採集にはあ

る面積を曳網して行なわなければならない．曳網距離が長いと底質を採取したある点のみの試

料で両者を関連づけることは適当でない．出来るだけ多くの底質試料から底質を求め生物分布

との関連とを検討すべきであろう．次にトロール網での底生生物の採集効率がそれぞれの地点

で一定であるかということである．曳索の展開角度が変ると網口巾が変化し採集面積が異り，

採集量が変化するので曳索の展開角度が常に一定になるように注意すべきである．今後，底生

生物の採集方法と底質の採取場所については更に検討する必要があろう．

要 約

東支那海，男女群島南西海域においてトロール網に魚類と同時に入網した底生生物を採集し

た．またフレーガーコアーサンプラーを用いて海底堆積物を採取した．底生生物はその種類お

よび個体数を記録し，各地点間の類似性を調べるために相関係数を求め，海底堆積物は粒度分

折を行なった．その結果，底生生物の分布と底質に関して次の結論が得られた．

１）底質の中央粒径値Ｍｄ‘は２．１～８５，淘汰係数Ｓｏは１．２～７．５，泥質物含有率９～

91％の範囲であった．

２）底生生物の群集型を４つに分けることができた．

３）第１群集ではＡ"勿勿〃"､α”彩域（vonMarenzeller)，第２群集ではMzc〃ｍｓｐ、

a，第３群集ではAsteroidea，第４群集ではＬ幼如城ﾊ”ezjb”油』（deHaan）が優占種で

あった．

４）底質がSilt，Ｃｌａｙ域にはＡ"ﾉIりﾉ勿伽”α7℃”鰯（vonMarenzeller)，砂泥域には

Mzcγz"tz，砂質域にはＬゆゎ”ﾒﾙ”苑ｅ伽”伽』（deHaan）の棲息密度が高かった．

終りに，本研究を行なうに当たり終始懇切な指導と校閲を賜った鹿児島大学理学部，早坂祥

三教授に感謝の意を表する．また底質および底生生物の採集の機会を与えられた“かごしま

丸”植田総一船長をはじめ，試料採取に協力いただいた，西，有馬，益満各航海士および乗組

員各位に対して厚く御礼申し上げる．
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